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当社連結子会社であるジェイオー建設株式会社の民事再生手続開始の申立てに関するお知らせ 

 

当社の連結子会社でありますジェイオー建設株式会社（以下JO建設という）は、平成20年6月2日開催の

取締役会において、民事再生手続開始の申立てを行うことを決議し、大阪地方裁判所に申立てを行いまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

記  

1.申立てを行うに至った理由  

JO建設は、兵庫県を中心として関西圏で、主としてマンション・商業施設の建設請負事業を行ってお

りましたが、平成20年5月27日付「当社連結子会社であるジェイオー建設株式会社の運営、業務又は財

産に関する事実に関するお知らせ」に開示しておりますように、JO建設が株式会社ミキシングより請負

ったガーデンモール木津川新築工事において、平成20年4月30日に請負契約に基づく建設請負代金の入

金がされず、またミキシングは平成20年5月16日に民事再生手続の申立てを行いました。JO建設では当

該物件の実際の発注者は日本エスコン株式会社と認識しており、当該物件に関して日本エスコンに対し

損害賠償を含めた訴訟を平成20年5月22日に東京地方裁判所に提起しておりました。 

JO建設では、当該物件の引渡しを行わず、自社名義にて登記を行うとともに、日本エスコンを含め当

該物件の売却交渉を行って参りましたが、ミキシングの民事再生手続中という不安定な状況の中で、物

件の売却交渉が進まず、また、現在の建設・不動産事業を取巻く環境下での銀行与信低下等もあり、自

力での資金調達が困難な状況となり、民事再生手続きの申立てを行うこととなりました。 

 

2.当該連結子会社の名称等 

(1) 商 号  ジェイオー建設株式会社 

(2) 本 店 所 在 地  兵庫県加東市社417番地 

(3) 代 表 者  代表取締役 木寺 一郎 

(4) 設 立 年 月 日  昭和20年10月26日 

(5) 資 本 金  400百万円 

(6) 事 業 内 容  ・土木建築請負業 

・土地建物の売買、管理及び賃貸業 

・土木建築工事の設計、管理ならびにコンサルティング業務 

(7) 発行済株式総数  6,969,995株（平成20年6月2日現在） 

(8) 純 資 産  3,128百万円（平成20年3月末日現在） 

(9) 総 資 産  11,306百万円（平成20年3月末日現在） 

(10) 決 算 期  3月 

(11) 従 業 員 数  90名（平成20年4月14日現在、パート含） 

(12) 主 要 取 引 先  日本エスコン、ライフデザインプロデュース、日本クリエイト、ミキ

シング、社会福祉法人 くすのき会（平成20年3月期での完成工事請

負高上位） 

(13) 主 要 取 引 銀 行  三井住友銀行、みなと銀行、三菱東京UFJ銀行、三菱UFJ信託銀行 

(14) 主 要 株 主  ジェイオーグループホールディングス株式会社100% 



 

(15）最近3年間の業績 

ジェイオー建設株式会社 

 
平成 18 年  

3 月期 

平成 19 年 

3 月期 

平成 20 年 

3 月期 

売 上 高 10,508 13,766 10,648 

営 業 利 益 93 650 21 

経 常 利 益 29 656 △112 

当 期 純 利 益 △765 411 △117 

1 株当たり当期純利益

（円） 
△109.85 59.01 △16.92 

1 株当たり配当金（円） 0 17.69 - 

1 株当たり純資産（円） 1013.85 555.19 448.80 

（単位：百万円） 

 

3．負債総額 

  6,335百万円 

 

4. 債権の回収不能の恐れに関して 

当社としてJO建設に対する貸付金等の債権はございませんが、JO建設の金融機関からの借入に対する

保証債務として2,454百万円（平成20年6月2日現在）がございます。当該保証債務の当社に対する影響

に関しましては、明らかになり次第開示いたします。 

 
  5. 今後の見通し 

 先述の通り、今回の申立てはガーデンモール木津川新築工事の入金の遅れを直接の原因とする短期的

な資金繰り上の問題であり、前期末の純資産残高でも3,128百万円を有しております。今後、民事再生

手続の進行と並行して、当該物件の処理および保有資産の処分等により事業再生の可能性も高いものと

考えております。 

 JO建設の民事再生手続申立てによる当社の平成20年3月期の業績および、平成21年3月期の業績への影

響につきましては、現在精査中であり、明らかになり次第、開示いたします。 

 

以 上 


